
 

レース報告書 

 

2026 SUPER FORMULA 第９戦・第 10戦 

富士スピードウェイ 

10 月 10日（土）第９戦 天候：晴  （観客動員数：22,300 人） 

10 月 11日（日）第 10戦 天候：晴  （観客動員数：28,000 人） 

 

 

第９戦 

予選結果 

 

＃64：14 位 

＃65： 1 位 

 

 

決勝結果 

 

#64：10 位 

#65：優勝 

 

 

レポート 

 

SUPER FORMULA は残り 2 大会 4 レースとなり、タイトル争いはいよいよ佳境を迎

えている。PONOS NAKAJIMA RACING のイゴール・オオムラ・フラガは、第 8 戦終

了時点でランキング 4 位。首位との差は小さくないものの、終盤戦でさらなる浮上を

目指す。今大会は土日それぞれに予選・決勝が行なわれる 2 レース制で、土曜日に第 9

戦、日曜日に第 10 戦が実施される。 

第 9 戦の公式予選は、秋晴れのもとで行なわれた。Q1 の A グループではイゴール・

オオムラ・フラガが出走し、2 番手タイムで Q2 進出を決めた。一方、B グループでは



 

佐藤 蓮が出走。前日のフリー走行で好調な走りを見せていたことから期待が高まるな

か、7 番手タイムにとどまり、Q2 進出を逃す波乱となった。続く Q2 では、フラガが

Q1 のタイムを上回る最速タイムを記録し、自身初となるポールポジションを獲得した。     

41 周で争われる決勝レースは、15 時にスタートを切った。14 番手グリッドからス

タートした佐藤は、少しずつポジションを上げながら走行を続け、ピットインを遅らせ

る戦略を選択。28 周目にタイヤ交換を終えると、その後も粘り強く走り切り 10 位で

レースを終えた。 一方、ポールポジションからスタートしたフラガは、好スタートを

決めてトップをキープ。21 周目にピットインし、素早いタイヤ交換を終えコースへ復

帰すると、その後も安定した走りでトップを守り切った。フラガは今シーズン 2 勝目

を挙げ、チームにとっては 4 年ぶりのポールトゥウインを達成した。 

 

 

コメント 

 

総監督：中嶋 悟 

「もう、嬉しいの一言です。明日ももう 1 レースありますので、引き続きベストを尽く

します」 

 

監督：伊沢 拓也 

「65 号車は、イゴール選手が昨日の好調を維持してポールポジションを獲得し、決勝

でも素晴らしいストラテジーでトップチェッカーを受けてくれました。完璧な一日だ

ったと思います。SUGO での悔しさを完璧な形で晴らすことができ、本当に気持ちの

いいレースになりました。メカニックの作業も含め、厳しい場面でもしっかり力を発揮

できるチームになってきたと感じています。そのなかで、ダンディライアンレーシング

を相手に戦って勝てたこともうれしく思います。佐藤選手については、昨日が完璧な内

容だっただけに、Q2 進出を逃したのは残念です。ただ、今大会は 2 レース制で明日も

チャンスがあるので、そこを前向きに捉えて挽回を期待しています。チームとしては、

明日こそ 2 台そろって表彰台を目指したいです。今日の結果でチームランキングは 2

位に上がったので、この順位をしっかり守ってシーズンを締めくくりたいと思います」 

 



 

#64：佐藤 蓮 

「予選ではタイヤのウォームアップをうまく合わせ切ることができませんでした。昨

日のフリープラクティスではいい形でアタックできていましたが、今日は時間帯もコ

ンディションも違っていたので、路面状況に合わせてウォームアップしようと考えて

走っていました。ただ、思っていたほどうまく温められず、タイヤのピークを使い切れ

ないまま予選を終える形になってしまいました。悔しさの残る予選にはなりましたが、

クルマ自体のポテンシャルが高いことは分かっているので、明日はしっかり切り替え

て臨みたいと思っています。決勝のロングラン自体も悪くはなかったのですが、前に他

車がいる状況で走る時間が長かったので、純粋な評価はまだしづらいところがありま

す。セクターごとに課題の残る部分もあったので、そこをどう改善していくかが明日に

向けて重要になると考えています」 

 

#65：イゴール・オオムラ・フラガ 

「最高の一日になりました。チームのみんなが素晴らしい仕事をしてくれて、予選、決

勝ともに高いパフォーマンスを発揮できるクルマで戦えましたし、ピットワークも完

璧で、本当にうれしいです。スタート直後は、後続がバトルしている間にギャップを築

けたことが、レース後半に向けて有利に働きました。そこでオーバーテイクシステムを

使わずに済んだことも、ピットアウト後の 2 周で大きなアドバンテージになったと思

います。予選のフィーリングが良かったぶん、レースでももう少しリードを広げられる

かと思っていましたが、ひとつのミスで簡単に逆転されかねない状況が続いていまし

た。だからこそ、自分にできることはノーミスでペースを維持し続けることだと考え、

そこに集中して走りました。これまでの 2 勝はスプリントレースでのものだったので、

フルレースでもしっかり勝ちたいと思っていましたし、ポールポジションも獲りたい

と思っていました。その両方を達成できたことは大きな自信になりますし、本当に最高

です。チャンピオンシップ 2 位も現実的な目標になってきたので、明日もそこを目指

して全力で戦いたいです」 

 

 

第 10 戦 

予選結果 



 

 

＃64：８位 

＃65：１位 

 

 

決勝結果 

 

#64：12 位 

#65：15 位 

 

 

レポート 

 

 第 10 戦が行なわれた日曜日も快晴に恵まれ、汗ばむほどの陽気となった。公式予選

では、Q1 の A グループに出走したフラガが 2 番手タイムを記録。B グループに出走し

た佐藤も 5 番手タイムをマークし、2 台そろって Q2 進出を決めた。続く Q2 では、僅

差のタイム争いのなか、佐藤が 8 番手、フラガがトップタイムを記録し、フラガは 2 戦

連続でポールポジションを獲得した。 

決勝レースは第９戦に続いて 41 周で争われ、午後 3 時にスタートした。8 番手スタ

ートの佐藤はスタートでポジションを落としたものの、その後は追い上げを見せる。11

周目にピットインしたが、タイヤ交換でタイムロスを喫し、厳しい展開となる。それで

も粘り強く周回していき、アクシデントが相次いで 3 度のセーフティカーが導入され

る荒れたレースのなかを走り切り、12 位でフィニッシュした。 

一方、ポールポジションからスタートしたフラガは、オープニングラップで 2 番手

に後退し、その後 3 番手を走行。18 周目にピットインすると、コース復帰後はトップ

争いを展開したが、そのなかで接触を受けてマシンにダメージを負ってしまう。翌周に

再びピットに戻って応急対応を受け、さらにセーフティカー導入中にもピットインし

て修復を行ない、最終的に 15 位でレースを終えた。 

 

 



 

コメント 

 

総監督：中嶋 悟 

「フラガは接触を受け、そこまでの頑張りが報われない結果になってしまいました。佐

藤もタイヤ交換でタイムロスがあり、その後もうまく流れに乗れませんでした。手ごた

えを感じることができた週末だったので、最終大会となる鈴鹿で、今シーズンの締めく

くりとしていいレースをお見せしたいと思います。今大会もたくさんのご声援をあり

がとうございました」 

 

監督：伊沢 拓也 

「予選では、イゴール選手が昨日に続いて素晴らしい走りでポールポジションを獲得

してくれましたし、佐藤選手も Q2 に進出し、昨日から見れば復調の兆しが見えたと思

います。午前中はいい流れで進められたと感じていました。ただ、決勝ではイゴール選

手がスタート直後からペースを上げきれず、苦しい展開となりました。それでもタイヤ

交換のタイミング次第ではトップ争いができる状況に持ち込めていましたが、後方か

らの接触でレースを失う形となってしまいました。佐藤選手はスタートでストール気

味となってポジションを落とし、そこから苦しい展開となりました。さらにピット作業

でもうまくいかず、佐藤選手には申し訳ないレースになってしまいました。スタートも

含めて流れに乗れないレースでしたが、粘っていればチャンスもある展開だっただけ

に、2 台そろってポイントを獲得できなかったことは非常に残念です。昨日のような完

璧なレースを毎回できるわけではありませんが、いいレースができる手ごたえも感じ

ています。最終戦の鈴鹿大会は、2 レースともいい結果で締めくくりたいです」 

 

#64：佐藤 蓮 

「昨日の内容を踏まえ、今日の予選に向けてはクルマを大きく変更して臨みました。か

なりいい方向に進み、Q1 を突破することができましたが、Q2 ではコンディションの

変化に合わせ切れなかった印象です。決勝ではスタートでアンチストールに入ってし

まい、原因はしっかり見直さなければいけないと思っています。そこでほぼ最後尾まで

下がってしまいましたが、そこからオーバーテイクを重ねて、チャンスのある位置まで

戻れたことは良かったです。同じミニマムタイミングでピットに入ったグループのな



 

かでは先頭にいましたが、タイヤ交換でタイムロスがあり、そこで勝負権を失ってしま

いました。クルマのポテンシャルには手ごたえがあり、上位を狙える印象もあっただけ

に残念な結果です。最終戦に向けてしっかり準備し、いい結果でシーズンを締めくくれ

るよう頑張ります」 

 

#65：イゴール・オオムラ・フラガ 

「予選では 2 戦連続でポールポジションを獲得できましたが、今日のレースは最初の

10 周ほどペースが上がらず、2 番手、3 番手と順位を落とし、後方からのプレッシャ

ーも受ける展開になりました。ただ、周囲の状況も少し落ち着いたタイミングで、昨日

のようなフィーリングが戻ってきたので、そこから自分たちのレースを組み立ててい

こうと考えていました。タイヤ交換後は太田選手とのバトルになりましたが、ダンロッ

プコーナーで飛び込まれた場面には冷静に対応できたと思っています。それでも GR 

GT コーナーでは十分にスペースを残したつもりでしたが接触が起きてしまい、避けよ

うのない状況でした。非常に残念です。レースウィーク全体を振り返れば、とてもいい

パフォーマンスを示せたと思います。そのなかで今日のレースでポイントを持ち帰れ

なかったことは悔しいです。最終戦を残すだけとなりましたが、チャンピオンシップを

意識しすぎるのではなく、一戦一戦、これまで積み重ねてきたことを最後まで出し切り

たいと思います」 

 

 

 

※次戦は 11 月 21 日・22 日に鈴鹿サーキットで開催されます。 










